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本書のポイント 

実験の自動化･自律化による 

※大学、公的機関、医療機関の方には割引価格（アカデミック価格）で販売いたします。 詳しくはお問い合わせください。 

R&Dの効率化と運用方法 

※順不同 

－AI、ロボット技術、ChatGPT、MI、ベイズ最適化、秘密計算など－ 

ぜひご試読ください 

①担当者に自発的にデータ入力を促すにはどうするか？ 

②異なる形式で散在している実験データの 

   集積と活用の仕組みをどのように構築するか？ 

③規格も仕様もバラバラな装置群をどのように統合制御するか？ 

④自動実験ロボット導入へのコスト課題をどう抑えるか？ 

⑤自動化したいがどうしたらよいかわからない．．． 

⑥ベイズ最適化による最適な実験条件の効率的探索！ 
⑦AIとロボットによる実験の短縮、高精度化と再現性向上！ 
⑧導入コストを抑え、既存の市販装置を最大限活用する方法！ 
⑨材料開発における少ない教師データをもとにした機械学習の活用！ 
⑩生成AIを使ったデータ収集と実験空間の拡張！ 
⑪秘密計算技術による安全な企業間データ連携と活用の仕方！ 
⑫自動計測器とロボットによる遠隔化／自動化システム構築！ 



https://www.gijutu.co.jp/ 
TEL：03-5436-7744 

第1章 実験自動化・自律化 
  （ラボラトリーオートメーション）への期待と支援制度 
★人為ミスを削減！ 自動化技術による研究開発のさらなる加速！ 
 
第1節 ラボラトリーオートメーションの現状と期待： 
   「自動型化学研究」から「自律型化学研究」への展開と課題 
第2節 実験の自動化・自律化により期待される効果と導入のポイント 
第3節 日本におけるデジタル戦略の特徴と補助金や支援制度について 
 
第2章 ラボラトリーオートメーション実現へのステップ 
★日常の研究をそのまま移管するだけでは達成できない！ 
   実験に必要なデジタル機器と実験装置の連携によるデータ取得！ 
 
第1節 ラボラトリーオートメーションへのステップと実験自動化推進のポイント 
第2節 大型実験施設・研究開発現場におけるDX化へ向けて 
第3節 ラボラトリーオートメーションの概要と実験自動化推進のポイント 
 
第3章 自動・自律実験の運用における組織体制と社内展開の仕方 
★データプラットフォーム構築と自律型実験システムとの連携！ 
  不必要なコストをかけず必要に応じたデータを保存する方法とは！ 
 
第1節 研究開発部門のDX化を進めるための組織体制と社内展開 
第2節 OKIにおけるDX戦略とイノベーション創出のための組織変革 
第3節 DXを用いた研究開発活動を中心とした業務の効率化 
第4節 DX活用へのデータプラットフォーム構築， 
      社内普及と実験自動・自律化への活用 
第5節 マテリアルズ・インフォマティクスに向けた 
      材料データの記録・データ活用法の展開 
第6節 材料開発の効率化と加速化：DXにおける先端IT技術の役割と課題 
第7節 秘密計算を用いた企業間データ連携による材料開発効率化 
第8節 クラウド型電子実験ノートを活用した研究データの統合的管理 
第9節 少ないデータでDX、インフォマティクスを行うための準備と工夫の仕方 
第10節 研究開発型企業に求められるデータドリブンな意思決定 
第11節 間接部門へのDX導入による生産性向上とイノベーション創出 
第12節 新規事業を担うDX人財：オムロンDXスクールの仕組みと人財育成 
 
第4章 自動実験設備・自律型実験システムの 
     特徴と研究開発業務への導入ポイント 
★高い記述自由度を持ちながら、 
   日常的な材料実験の過程を効率的に記録、解析する方法！！ 
 
第1節 R&D部門における自動・自律実験運用の 
     データプラットフォーム構築とその運用・推進体制 
第2節 電子ノートによるAI自動解析システムの構築と実験の効率・自動化への展望 
第3節 自動化フロー法による新規プロセスと反応解析 
第4節 卓上4軸ロボットとIoTデバイスを組み合わせたジャーテスト自動化システム 
第5節 自律型ハイスループット薄膜材料探索の 
      基盤となるデータ共有と薄膜材料開発 
 
第5章 RPAによる研究開発業務効率化と生産性向上 
★導入目的を明確にし、R&D業務の「作業時間」を短縮！ 
 
第1節 RPAによる業務改善・業務効率化と研究開発業務への導入検討 
第2節 RPAによる研究開発業務の短縮 
第3節 RPA導入による業務効率化と効果的な運用 
 
第6章 協働ロボによる実験の短縮と 
      実験自動化・自律化への応用方法 
★狭い実験室環境への設置、既存の理学機器との統合！ 
  導入コストを抑えながら遠隔でロボットを使った実験を行うには！ 
 
第1節 協働ロボット導入における 
    考慮すべきポイントと研究開発業務自動化への活用 

第2節 ヒト型協働ロボットNEXTAGEを活用した自動化、効率化の取り組み 
第3節 多関節ロボットを用いた湿式分離自動化システムの開発 
第4節 ハンドアイカメラを有するロボットマニピュレーターを用いた 
      マイクロピペットの自律点検と液体分注作業 
第5節 自動実験ロボットと機械学習による蓄電池用電解液材料探索 
 
第7章 AI技術を活用した実験の短縮と実験自動化・自律化 
★高速なデータ収集、AIによる迅速最適化、自動最適化！ 
  熟練者の暗黙知を定式化し、自律的な計測や自動データ解析を実現！ 
 
第1節 リサーチ・トランスフォーメーション(RX)による研究の効率化 
第2節 マテリアルキュレーション®を活用した 
    データの補い方と実験自動化・自律化へのAI技術活用 
第3節 AI技術を用いたフロー自動合成と実験の短縮 
第4節 複数の生成AIを統合したマルチモーダルAIによる材料開発の効率化 
第5節 AIと分子シミュレーションを組み合わせた 
      ソフトマター材料の物性予測と開発効率化 
第6節 計算科学と機械学習を活用した高周波対応フレキシブル誘電材料の開発 
第7節 素材・材料開発効率化へのMI活用と実験自動化・自律化への展望 
第8節 創薬研究のデジタルトランスフォーメーション 
      ～AIとロボットを活用した創薬～ 
第9節 AIを活用した創薬探索研究の効率化と高速化 
第10節 結晶構造精密化の自動化法の開発と活用の仕方 
第11節 動物細胞培養の計測と自動化への取り組み、今後の展望 
第12節 自律的な計測のための実験計画の立て方と自動データ解析 
第13節 Chat-GPTを用いた研究開発の効率化と実験短縮への応用 
 
第8章 ベイズ最適化による 
    実験条件の効率的探索と実験効率化への活用 
★サンプル作製、物性評価の工程を自動化！ 
  最適な実験条件や手順を設計し、最小限の試行で最大の情報を取得！ 
 
第1節 機械学習によるスペクトル計測・解析の効率化・自動化 
第2節 ベイズ最適化を用いた実験工程の効率化 
第3節 ベイズ最適化と低次元化によるモノづくりの効率化と試行回数の低減化 
第4節 ベイズ最適化を用いた実験条件の探索と効率的なポリマー設計 
第5節 第一原理計算と機械学習を組み合わせた自律材料探索システム 
第6節 時間領域NMRおよび固体高分解能NMRとプロセスインフォマティクス 
第7節 ベイズ最適化による電解・フロー精密有機合成反応条件の探索と効率化 
第8節 機械学習と汎用ニューラルネットワークポテンシャルを 
      活用した触媒モデリングの最先端： 
  計算材料科学の超高速化が拓く新たな材料探索と物性予測 
 
第9章 自動・自律実験による材料探索の効率化と運用のポイント 
★膨大な材料探索空間から最適なものを効率的に発見するか！ 
  プロセス開発に情報科学を取り入れたプロセスインフォマティクス！ 
 
第1節 ラボラトリーオートメーションの自律化を支える最適化技術 
第2節 AIによる合成条件推薦システムの構築 
第3節 データ駆動型開発へのプロセスインフォマティクスの活用方法 
 
第10章 ラボラトリーオートメーションに向けた 
     実験自動化・自律化の取り組みと事例 
★より少ない実験サイクルで目標を達成！大幅な研究期間の短縮！ 
  研究者の作業を減らし“思考”の時間を確保できる“真の自動化の世界” 
 
第1節 材料開発におけるMIと自律実験システム構築の取り組み 
第2節 細胞製造の機械化・自動化への取り組み 
第3節 細胞品質管理に向けた細胞培養DXの 
   重要ポイントと画像解析による効率的デザインスペースの理解 
第4節 オープンソースロボティクスの活用によるラボオートメーションシステム 
第5節 実験自動化による人工多細胞体の作製と観察への取り組みと今後の展望 
第6節 有機合成の自動化への新合成手法開発への取り組みと今後の展望 

 詳細な目次や内容の確認、 
購入や試読のお申込みはこちらから 


